
洪水浸水想定区域図

（洪水予報河川・水位周知河川・ダム下流河川編）

－Ｑ＆Ａ－

令和４年５月

香川県土木部河川砂防課



１．全般

１．１  洪水浸水想定区域図とは何ですか？

１．２  洪水浸水想定区域を指定・公表するのは、どのような河川ですか？

 １．３  洪水浸水想定区域が指定・公表されると、どうなりますか？

１．４  現在、公表中の浸水想定区域図とは何が違いますか？

１．５  作成した図面の種類は何ですか？

 １．６  「浸水継続時間」とは何ですか？

 １．７  「家屋倒壊等氾濫想定区域」とは何ですか？

１．８  公表はどこでしていますか？

１．９  国が管理している土器川はどうなっていますか？

２．シミュレーション

２．１  想定し得る最大規模の降雨とはどのような雨ですか？

２．２  想定し得る最大規模の降雨はどのように算定したのですか？

２．３  この雨をどのように降らせていますか？

２．４  どのような氾濫の仕方をしますか？

２．５  これだけの雨が降れば川に流れ込む前に浸水すると思うが、それは計

算していますか？

２．６  浸水範囲の計算方法を教えて下さい。

２．７  作成するのに参考にした文献はありますか？

２．８  実際に、想定し得る最大規模のような雨は、日本で降ったことはありま 

すか？

２．９  香川県ではどのような雨を記録したことがありますか？

３．洪水浸水想定区域

３．１  浸水想定区域図と洪水浸水想定区域図の違いは何ですか？

３．２  どのような条件が変わりましたか？

３．３  浸水面積や浸水深はどう変わりましたか？

３．４  面積が変わった（増加した、減少した）原因は何ですか？

３．５  地盤の標高はどう測ったのですか？

３．６  洪水浸水想定区域図で色の付いていない範囲は浸水しないのですか？

３．７  広範囲で浸水するのですか？

３．８  浸水が深い場所はどのような場所ですか？

３．９  洪水浸水想定区域図に表示されている浸水深の目安を教えて下さい。

 (用語説明・洪水予報河川、水位周知河川、要配慮者利用施設、年超過確率、氾濫、
越水・溢水、破堤、メッシュ) 



1 

１．全般

１．１ 洪水浸水想定区域図とは何ですか？

Ａ 洪水浸水想定区域図とは、平成２７年に改正された水防法第１４条に

基づき、洪水時の円滑かつ迅速な避難を確保し、又は浸水を防止すること

により、水災による被害の軽減を図るため、想定し得る最大規模の降雨に

より当該河川が氾濫した場合に浸水が想定される区域等を示すものです。

１．２ 洪水浸水想定区域を指定・公表するのは、どのような河川ですか？

Ａ 平成１３年に改正された水防法では、国と県は、洪水予報河川について、

浸水想定区域を指定・公表することとされました。また、平成１７年に改

正された水防法では、水位周知河川についても、浸水想定区域を指定・公

表することとされました。さらに、令和３年７月に改正された水防法では、

上記以外のその他河川（洪水予報河川や水位周知河川の指定区間の上流区

間も含む）のうち、周辺に住宅等の防護対象のあるものが指定対象に追加

されております。

 １．３ 洪水浸水想定区域が指定・公表されると、どうなりますか？

Ａ 洪水浸水想定区域が指定・公表された場合、市町村は、水防法第１５条に

基づき、市町村地域防災計画に、洪水浸水想定区域ごとに洪水予報等の伝

達方法、避難場所及び避難経路、避難訓練の実施に関する事項、洪水浸水

想定区域に含まれる要配慮者利用施設等を記載するとともに、これらにつ

いて、ハザードマップを作成し、住民等に周知しなければならないとされ

ています。

また、市町村地域防災計画に記載された要配慮者利用施設等の所有者又は

管理者は、水防法第１５条の三に基づき、避難の確保や浸水の防止等を図

るための計画を作成し、訓練を実施するほか、自衛水防組織を置くよう努

めなければならないとされています。
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１．４ 公表中の浸水想定区域図とは何が違いますか？

  Ａ 県では、洪水予報河川である香東川及び水位周知河川である１１河川の計

１２河川について、「河川整備の目標とする降雨」により河川が氾濫した場

合の浸水想定区域図を、平成２２年５月までに公表しております。

平成２７年に改正された水防法では、洪水浸水想定区域図の対象とする降

雨が、「河川整備の目標とする降雨」から「想定し得る最大規模の降雨」に

高められ、指定・公表することとされました。

１．５ 公表した図面の種類は何ですか？

Ａ 「想定し得る最大規模の降雨」により、発生する洪水による浸水範囲及び

浸水深を示した「洪水浸水想定区域図（想定最大規模）」を公表します。ま

た、「想定し得る最大規模の降雨」による「洪水浸水継続時間」、「家屋倒壊

等氾濫想定区域（氾濫流）」、「家屋倒壊氾濫想定区域（河岸侵食）」につい

て、新たに作成し、公表するとともに、平成２５年に災害対策基本法に位

置づけられた、市町村長による屋内での待避等の安全確保措置の指示等の

判断に資する情報として、「河川整備の目標とする降雨」による「洪水浸水

想定区域図（計画規模）」についても、新たに作成し、公表しています。

 １．６ 「浸水継続時間」とは何ですか？

   Ａ 「浸水継続時間」とは、市町村長による屋内での待避等の安全確保措置の

指示等の判断に資する情報として示しているものです。氾濫水到達後、屋

外への避難が困難となり孤立する可能性のある浸水深０．５ｍに達してか

らその水深を下回るまでにかかる時間を示すものです。「浸水継続時間」

が長い地域では、ライフラインの途絶等により避難生活が困難となる恐れ

があることから、立ち退き避難（水平避難）の要否の判断に有用な情報と

なります。

図１－浸水継続時間

「洪水浸水想定区域図作成マニュアル

(第 4版),H27.7,P30),」

写真１－平成 16年浸水状況
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 １．７ 「家屋倒壊等氾濫想定区域」とは何ですか？

   Ａ 「家屋倒壊等氾濫想定区域」とは、市町村長による屋内での待避等の安全

確保措置の指示等の判断に資する情報として、「想定し得る最大規模の降

雨」により、近傍の堤防が決壊等した場合に、一般的な建築物が倒壊・流

出する等の危険性が高い区域を示すものです。この区域では、屋内での待

避（垂直避難）ではなく、避難所等への立ち退き避難（水平避難）の必要

性を判断することが求められます。「家屋倒壊等氾濫想定区域」は、洪水氾

濫流によるものと河岸侵食によるものとがあります。

１．８ 公表はどこでしていますか？

Ａ ３０河川の洪水浸水想定区域図は、河川砂防課のホームページにて掲載し

ています。また、香川県土木部河川砂防課、土木事務所（当該土木事務所

管内の河川に限る）及び関係市町役場で閲覧することができます。

１．９ 国が管理している土器川はどうなっていますか？

Ａ 国においては、平成２８年１２月に、土器川ついて「想定し得る最大規模

の降雨」を対象とした洪水浸水想定区域図を作成し公表しています。

写真２－平成 16年被災状況

堤

図３－河岸侵食のイメージ

河岸侵食 河岸侵食

図２－氾濫流のイメージ

氾濫流 氾濫流
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２．シミュレーション

２．１ 「想定し得る最大規模の降雨」とはどのような雨ですか？

  Ａ 「想定し得る最大規模の降雨」とは、当該河川に過去に降った雨だけでな

く、近隣の河川に降った雨が、当該河川でも同じように発生するという考

えに基づき、国において、日本を降雨の特性が似ている１５ の地域に区

分し、それぞれの地域において過去に観測された最大の降雨量等により

設定されています。

香川県は、この地域区分のうち「瀬戸内」地域に該当しています。

２．２ 想定し得る最大規模の降雨はどのように算定したのですか？

  Ａ 各河川における「想定し得る最大規模の降雨」は、２．１Ａにある「瀬戸

内」地域として、降雨継続時間別、面積別に最大となる降雨量が設定され

ており、各河川の想定し得る最大規模の降雨量は、この降雨量をもとに、

当該河川の基準地点等より上流の流域面積と降雨継続時間より算出して

います。算出した雨量は、大半の河川で年超過確率１／１，０００程度の

降雨量を上回るものとなっています。

２．３ この雨はどのように降らせていますか？

  Ａ 当該河川で、過去に浸水被害が発生した主要な洪水の降雨波形等を、２．

２Ａにある降雨量に等しくなるよう引き伸ばして降らせ、氾濫した際の被

害が最大になると考えられるものを選定しています。

その際に、引き伸ばし後の短時間の降雨量が著しく大きくならないよう、

図４－想定最大規模降雨に関する地域区分

「洪水想定（洪水、内水）の作成等のための

想定最大外力の設定方法,H27.7,P6」
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１時間降雨量２２０ｍｍ、または１０分降雨量６０ｍｍを目安とし、これ

を上回っていないことを確認しています。

２．４ どのような氾濫の仕方をしますか？

  Ａ 氾濫には、川の水が溢れ出る越水氾濫及び溢水氾濫、そして、堤防が崩れ、

水が流れ出す破堤があります。越水氾濫は堤防のある所からあふれ出るこ

とをいい、溢水氾濫は堤防のない所からあふれ出ることをいいます。

洪水浸水想定区域図を作成するに当たり、破堤又は氾濫が想定される地点

（氾濫想定地点）を相当数（２００ｍピッチで）選定し、確認しております。

２．５ これだけの雨が降れば川に流れ込む前に浸水すると思うが、それは計算し

ていますか？

  Ａ 洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第 4 版）に基づき、川に流れ込む前
の浸水は計算していません。よって、今回、計算しているのは、河川から

氾濫した水だけなので、川に流れ込む前の浸水は図示されていません。

図５－降雨波形の引き伸ばし方法

「洪水想定（洪水、内水）の作成等のための

想定最大外力の設定方法,H27.7,P10」

図６－著しく不合理な降雨波形の引き伸ばしのイメージ

「洪水想定（洪水、内水）の作成等のための

想定最大外力の設定方法,H27.7,P10」
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２．６ 浸水範囲の計算方法を教えて下さい。

   Ａ 浸水範囲の計算は、まず河道の水位・流量計算を行い、次に河道から溢れ

た水が地表面を流下する時の水位・流量を時間経過による雨量の変化に従

い計算します。地表は１０ｍメッシュに区切り地盤高等の情報を整理し、

河道から溢れた水が流下し広がる状況を計算しています。

２．７ 作成するのに参考にした文献はありますか？

   Ａ 国土交通省より出ている以下の文献を参考にしております。

「洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第 4 版）」 平成 27 年７月
国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 水防企画室

国土技術政策総合研究所 河川研究部 水害研究室

「浸水想定(洪水、内水)の作成等のための想定最大外力の設定手法」
平成 27 年 7 月

国土交通省 水管理・国土保全局

「浸水想定区域図データ電子化ガイドライン（第 2 版）」 平成 27 年 7 月
国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課 水防企画室

   「中小河川洪水浸水想定区域図作成の手引き（第 2 版）」 平成 28 年 3 月
国土交通省 水管理・国土保全局 河川環境課水防企画室

２．８ 実際に、想定し得る最大規模のような雨は、日本で降ったことはあります

か？

   Ａ 気象庁の記録では、日雨量は、２０１１ 年の高知県魚梁瀬地点で

８５１．５ｍｍ を記録しています。１時間最大雨量は、１９８２ 年の長

崎県長浦岳地点と１９９９ 年の千葉県香取地点で１５３ｍｍ を記録し

ています。

図７－氾濫（拡散型）のイメージ

「中小河川洪水浸水想定区域作成の手引き（第２版）,H28.3,P51」
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２．９ 香川県ではどのような雨を記録したことがありますか？

   Ａ 日雨量では、１９７６年９月１１日内海で気象庁が記録した、７９０ｍｍ

があります。１時間最大雨量では、２００４年１０月２０日１４時から

１５時の 1時間に、香川県が前山で記録した１２５ｍｍです。

３．洪水浸水想定区域

３．１ 浸水想定区域図と洪水浸水想定区域図との違いは何ですか？

  Ａ 平成２７年に改正された水防法では、洪水浸水想定区域図の対象とする降

雨が、「河川整備の目標とする降雨」から「想定し得る最大規模の降雨」に

高められています。その他、解析条件なども変更となっています。

３．２ どのような条件が変わりましたか？

  Ａ 浸水想定区域図は、地表面を５０ｍ（香東川は１００ｍ）メッシュに区切

り、河道から溢れた水がメッシュ上を流下する時の水位・流量を氾濫解析

により算出し、氾濫が広がる計算をしています。

これに対し、洪水浸水想定区域図では、河道から溢れた水は地表面を１０

ｍメッシュに区切ったメッシュ上を流下する氾濫解析を行っています。

これらは、実際の河川の流れや地表面の浸水の移動現象を、より現実に近

い形で再現するものであり、さらに氾濫解析を行うメッシュサイズも小さ

いサイズに縮小し、詳細な地盤高データを用いてより精度の高い解析が可

能となっています。また、以下の条件も変更となっています。

浸水想定区域図 洪水浸水想定区域図

対象降雨 河川整備の目標とする降雨 想定し得る最大規模の降雨

（年超過確率 1/1000以上）
降雨条件 流域に降った雨は全て河川に

集中する

流域に降った雨は全て河川に集中する

解析モデル 氾濫解析モデル 氾濫解析モデル

排水条件 排水機能無し

※旧マニュアルでは記載なし

排水河川を設定

排水ポンプを設定

※新マニュアルには設定するよう明記さ

れている。

メッシュサイズ 約５０ｍ

(香東川 約１００ｍ) 
※旧マニュアルでは２５０ｍ

約１０ｍ

※新マニュアルでは２５ｍ

排水ポンプ稼働

条件

－ 降雨終了後、排水ポンプが機能発揮

地盤高 都市計画図より読み取り 航空レーザー測量結果

下流端水位 朔望平均満潮位 計画高潮位（既往最高潮位）



8 

３．３ 浸水面積や浸水深はどう変わりましたか？

  Ａ 「想定し得る最大規模の降雨」となったことから浸水面積は増えています。

しかし、メッシュサイズを小さくし、詳細な地盤高データを用いて精度の

高い解析を行ったことから、部分的に減少した地域もあります。

浸水深も、精度の高い解析を行ったことから、変更となった地域もありま

す。

３．４ 面積が変わった（増加した、減少した）原因は何ですか？

  Ａ 浸水表示の単位であるメッシュサイズを約５０ｍ（香東川は約１００ｍ）

から、約１０ｍに変更したことです。浸水想定区域図は、その地点を含む

約２，５００㎡（香東川は約１０，０００㎡） を浸水範囲として表示して

いましたが、洪水浸水想定区域図は約１００㎡ 単位で表示するため、より

正確な浸水範囲を表示できるようになりました。

また、メッシュサイズを小さくし、詳細な地盤高データを用いて精度の高

い解析を行ったことから、香東川の岩崎橋付近からの氾濫による浸水面積

は減少しています。

３．５ 地盤の標高はどう測ったのですか？

  Ａ 国土地理院が測量し公表している、航空レーザー測量の結果や国土交通省

四国地方整備局四国山地砂防事務所が測量した航空レーザー測量及び香

川県環境森林部みどり整備課が測量した航空レーザー測量の結果を利用

しています。

３．６ 洪水浸水想定区域図で色の付いていない範囲は浸水しないのですか？

   Ａ 想定し得る最大規模の降雨により、地形や河川、下水道施設等を考慮した

浸水区域を想定し、浸水する区域に着色しています。しかし、この浸水想

定区域図は、支川の氾濫、シミュレーションの前提となる降雨を越える規

模の降雨による氾濫、高潮及び内水（用水路などが溢れて起きる氾濫）に

よる氾濫等を考慮していないため、着色されていない区域においても浸水

が発生する場合や想定される水深が実際の浸水深と異なる場合がありま

す。

３．７ 広範囲で浸水するのですか？

   Ａ 洪水浸水想定区域図は、想定し得る最大規模の降雨により破堤する可能性

がある地点ごとに浸水範囲を求め、それら全地点の浸水範囲を重ね合わせ

たものです。実際の降雨では、浸水範囲や浸水深が洪水浸水想定区域図と

異なる場合があります。
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３．８ 浸水が深い場所はどのような場所ですか？

   Ａ 洪水浸水想定区域図の凡例のとおり、5m 以上（紫色）で着色された箇所
は、非常に浸水が深い場所となります。

３．９ 洪水浸水想定区域図で表示している浸水深の目安を教えて下さい。

   Ａ 洪水浸水想定区域図作成マニュアル（第４版）によりますと、一般的な家

屋の１階の床の高さ相当する高さが０．５ｍです。これは、屋外への避難

が困難となり孤立する可能性がある水深の目安でもあります。

次に、一般的な家屋の１階の軒下まで浸水する程度の水深が３．０ｍです。

最後に、一般的な家屋の２階の軒下まで浸水する程度の水深が５ｍです。
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用語説明

 洪水予報河川とは

  国土交通省又は知事が、流域面積が大きい河川で、洪水により国民経済上重大又

は相当な損害が生じるおそれがあるものとして指定した河川。国土交通大臣又は知

事は、洪水予報河川について、気象庁長官と共同して、洪水のおそれの状況を基準

地点の水位又は流量を示して洪水の予報等を行う。

 水位周知河川とは

  国土交通大臣又は知事が、洪水予報河川以外の河川で洪水により国民経済上重大

又は相当な損害が生じるおそれがあるものとして指定した河川。この水位周知河川

では、市町村長の避難勧告等の発令判断の目安であり、住民の避難判断の参考にな

る水位である「避難判断水位」を定めて、この水位に到達した旨の情報を通知・周

知する。

 要配慮者利用施設とは

  社会福祉施設、学校、医療施設その他の主として防災上の配慮を要する者が利用

する施設のことをいう。

  市町村地域防災計画に定める施設については、予想される浸水や施設の構造、利

用状況等の地域の実情を踏まえて各市町村長当において個別具体的に判断してい

くことになるが、例えば、老人福祉施設、有料老人ホーム、認知症対応型老人共同

生活援助事業の用に供する施設、身体障害者社会参加支援施設、障害者支援施設、

地域活動支援センター、福祉ホーム、障害福祉サービス事業の用に供する施設、保

護施設、児童福祉施設、障害児通所支援事業の用に供する施設、児童自立生活援助

事業の用に供する施設、放課後児童健全育成事業の用に供する施設、子育て短期支

援事業の用に供する施設、一時預かり事業の用に供する施設、児童相談所、母子・

父子福祉施設、母子健康包括支援センター、病院、診療所、助産所、学校（幼稚園、

小学校、中学校、義務教育学校、高等学校、中等教育学校、特別支援学校、高等専

門学校、高等課程を置く専修学校）等が想定される。
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年超過確率とは

  例えば「年超過確率１／１００の規模の洪水」とは、毎年、１年間にその規模を

超える洪水が発生する確率が１／１００（１％）であることを示している。１００

年間にその規模を超える洪水が２回以上発生することもあれば１回も発生しない

こともある。発生した年の翌年も、発生する確率は１／１００である。

  例

  ・サイコロを振って１の目が出る確率は常に１／６である。

  ・サイコロを６回振って、１の目が出るのはそのうち１回と決まっているわけ

   ではない。２回以上１の目が出ることもあれば、１回も１の目が出ないこと

もある。

  ・サイコロを振って１の目が出た場合、次に１の目が出るのは６回後と決まっ

   ているわけではない。１の目が連続して出ることもある。

 氾濫とは

  川の水が溢れ広がること。

 越水・溢水
いっすい

とは

  川の水が溢れ出ること。堤防を越えて溢れることを「越水」、堤防がないところで

は溢れることを「溢水」という。

 破堤とは

川の水により堤防が崩壊すること。

堤防 堤防

越水 越水

図８－越水のイメージ

溢水 溢水

図９－溢水のイメージ
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 メッシュとは

  昭和 48 年７月 12 日行政管理庁告示第 143 号に基づき、経度と緯度の間隔を用

いて地域毎に定めた「標準地域メッシュ」を言う。今回、氾濫解析に用いている計

算メッシュは一辺の長さが約 10m の区画である。

地域メッシュの区分方法

区画の種類 区分方法
緯度の

間隔

経度の

間隔

一辺の長

さ
地図との関係

第 1 次地域区画

全国の地域を偶数経度及びその

間隔(120 分)を 3 等分した緯度

における緯線並びに 1 度ごとの

経線とによって分割してできる

区域

40 分 1 度
約

80km 

20 万分の 1 地勢

図の 1 図葉の区画

第 2 次地域区画

(統合地域ﾒｯｼｭ) 

第 1 次地域区画を緯線方向及び

経線方向に 8 等分してできる区

域

5 分
7 分 30

秒

約

10km 

2 万 5 千分の 1 地

勢図の 1 図葉の区

画

基準地域ﾒｯｼｭ

(第 3 次地域区画) 

第 2 次地域区画を緯線方向及び

経線方向に 10 等分してできる

区域

30 秒 45 秒
約

1km 

今回計算メッシュ

基準地域ﾒｯｼｭ(第 3 次地域区画)

を緯線方向及び経線方向に 100

等分してできる区域

0.3 秒 0.45 秒
約

10m 


